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模擬面接で指導を受ける短大生＝４号館 

25
日
に
大
学
公
開
講
座 

 

金
沢
学
院
大
学
公
開
講
座

「
川
と
と
も
に
生
き
る
」
は
二

月
二
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
、

石
川
県
立
美
術
館
で
開
か
れ
ま

す
。
受
講
申
込
は
二
十
日
ま
で

に
美
術
文
化
学
部
受
付
＝
０
７

６
（
２
２
９
）
８
７
７
５
へ
。 

 

陶
芸
二
人
、
漆
芸
三
人
、
洋

画
六
人
、
日
本
画
十
一
人
が
作

品
の
狙
い
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
し
た
あ
と
、
教
員
か

ら
質
問
や
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
日
本
画
で
は
、
中
路
融
人

教
授
か
ら
「
自
分
の
頭
で
作
る

と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な
く
な

る
。
で
き
る
だ
け
も
っ
と
自
然

な
姿
を
描
い
た
方
が
い
い
」
な

ど
の
助
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学

部
の
学
生
と
専
攻
科
美
術
工
芸

専
攻
生
の
卒
業
・
修
了
制
作
単

位
認
定
審
査
合
評
会
は
一
月
三

十
日
、
６
号
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
樋
長
左
衛
門
学
部
長
を

は
じ
め
同
学
科
、
専
攻
科
の
教

員
が
学
部
・
専
攻
科
合
わ
せ
て

二
十
二
人
の
作
品
に
つ
い
て
講

評
し
、
仕
上
げ
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。 

漆
芸
コ
ー
ス
の
合
評
会 

日
本
画
コ
ー
ス
の
合
評
会 

 

卒
業
・
修
了
制
作
の
出
来
栄
え
は 

 

美
術
工
芸
学
科
・
専
攻
科
で
合
評
会 

 

 

児
童
と
「
茶
色
の
小
瓶
」
を
合
奏
す
る
金
沢
学

院
東
高
校
吹
奏
楽
部
員
＝
犀
川
小
学
校 

  犀川小児童と交流 
「
茶
色
の
小
瓶
」
を
合
奏 

 

個
別
に
楽
器
の
指
導
も 

 

金
沢
学
院
東
高
校
の
吹
奏
楽
部

員
は
一
月
十
九
日
、
地
元
の
金
沢

市
立
犀
川
小
学
校
を
訪
問
し
、
四  

児
童
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
吹
き

方
を
教
え
る
東
高
吹
奏
楽
部
員 

年
生
の
児
童
四
十
五
人
と
合
奏

を
し
て
交
流
し
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
は
初
め
に
、
映
画

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
挿
入
歌

の
「
さ
ん
ぽ
」
を
披
露
し
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
ホ
ル
ン
、
チ

ュ
ー
バ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ド

ラ
ム
セ
ッ
ト
、
大
太
鼓
、
小
太

鼓
の
楽
器
に
分
か
れ
、
順
番
を

つ
い
た
児
童
に
吹
き
方
や
打
ち

方
を
個
別
指
導
し
ま
し
た
。 

 

合
奏
曲
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
の

「
茶
色
の
小
瓶
」
。
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
木
琴
、
鉄
琴
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
な
ど
を
演
奏
す
る
児

童
と
、
東
高
吹
奏
楽
部
員
が
息

の
合
っ
た
演
奏
を
響
か
せ
ま
し

た
。 

金
沢
学
院
短
期 

大
学
就
職
委
員
会

と
就
職
指
導
部
は

一
月
十
七
日
、
就 

職
模
擬
面
接
を
行

い
ま
し
た
。
今
春 

か
ら
本
格
的
な
就 

職
活
動
を
開
始
す 

る
一
年
生
百
八
十 

人
が
参
加
し
、
ポ 

イ
ン
ト
と
な
る
面 

接
の
心
構
え
や
印 

象
を
良
く
す
る
工

夫
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

模
擬
面
接
は
六
会
場
に
分
か

れ
、
六
人
単
位
の
グ
ル
ー
プ
面

接
方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
企

業
の
人
事
担
当
者
か
ら
、「
会
社

に
と
っ
て
何
が
必
要
か
」「
学
生

生
活
で
何
を
得
ら
れ
た
か
」「
き

ょ
う
の
ニ
ュ
ー
ス
で
一
番
印
象

に
残
っ
た
も
の
は
何
」
な
ど
の

質
問
に
、
学
生
ら
は
緊
張
し
た

表
情
で
答
え
ま
し
た
。 

 

英
語
の
な
ま
り
に
触
れ
る 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
国
際

文
化
学
科
の
特
別
授
業
「
世
界

の
諸
英
語
」
は
一
月
十
七
日
、

３
号
館
で
行
わ
れ
、
英
語
が
母

国
語
で
な
い
留
学
生
の
な
ま
り

の
あ
る
英
語
に
触
れ
な
が
ら
交

流
し
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。 

 

金
沢
大
学
で
学
ん
で
い
る
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ド
イ
ツ
、
チ

ェ
コ
か
ら
の
留
学
生
三
人
＝
写

真
左
＝
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
母
国
に
つ
い
て

紹
介
し
た
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
趣
味
な
ど
を
話
題

に
そ
れ
ぞ
れ
の
英
語
力
で
会
話

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

東高吹奏楽部 

印象良くする工夫学ぶ 
短大１年生が就職模擬面接 


